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	A.　研究目的
	B.　研究方法
	(1) 研究対象者20例
	適格基準：
	(2) 実施法：
	本研究班の分担研究者の所属する施設の多施設共同オープン臨床研究として実施する。ステロイドパルス療法を実施し、その後のステロイド投与量はプレドニゾロン換算で0.5mg/kg/日とし、重症の眼症状を示すものはプレドニゾロン換算で1mg/kg/日とした。
	(3)参加施設：
	本研究班の分担研究者の所属する12施設（表1）。
	(4) 評価方法：
	1) 主要評価項目：本研究班で設定した継時的病勢評価スコアの改訂版の6点以上の改善を有効と判定する（ステロイドパルス療法開始日のスコアと7日目のスコアの比較）。
	2) 副次評価項目：継時的病勢評価スコアの改訂版の6点以上の改善を有効と判定する（ステロイドパルス療法開始日のスコアと4、10、20日目のスコアの比較）。
	島根大学医学部倫理委員会にて「重症薬疹に対するステロイドパルス療法の有用性に関する多施設共同臨床研究」の研究課題名で承認 (承認番号2592) を得た。被験者からは本委員会で承認された説明文書に準じて同意を得た上で実施した。
	C.　研究結果
	(1)2018年4月27日時点で3例が登録され、2例で評価が終了した。登録施設は島根大学医学部附属病院で2例、杏林大学医学部付属病院で1例であった。
	D．考察
	E． 結論



